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1　この調査研究の目的と範囲

　『別稿」（r企業会計』，昭和48年1月号，「会計近

代化の系譜」）でごぐ簡単なスケッチを示して

おいたように，日本の近代会計史の研究にと

って，その先達としての役割を果したイギリ

スの事情とくに産業革命前後の状況を解明し
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ておくことは，必要かつ不可欠といってよか

ろう。同時に，これを近代会計史の問題ないし

会計史の全般の問題としてみても，15世紀以

来のイタリア簿記の伝統を脱却して，近代簿

記への突破口を開いていった18世紀中頃から

のイギリスの簿記諸家の努力と功績とは，み

のがせない重要な意味をもっている。この拙

論は，史記『列伝』のひそみにならって，簿記

諸家の業績を通して近代簿記の系譜をさぐっ

てみようとする試論である。動向と問題点と

が明らかになれば幸であると考えている。さ

らに，末尾に，簿記の中核的なrバランス』

概念につき，発展史にとらえた概説を加筆し

ておく。また，日本の近代会計制度への直接

・間接の影響についても，おりにふれてのべ

ておきたいと思う。

　調査の対象とした簿記諸家とその書目を，

あらかじめあげておく。いずれも，英国勅許

会計士協会図書館所蔵の原本の複写版で，現

在，学習院大学法経図書室と筆者の研究室の

蔵書の一部である。オリジナル・タイトルは，

いずれも極めて長文のもので引用しにくい面

を考慮し，短かくした私訳で示すことにし

た。このほかに第11項のはじめには，アメリ

カとカナダの著者名と書目を列記してある。

　J．ピールr完全記帳の方法と様式」（1553

年版），「貸借手引き」（1569年版），J．メリス

r記帳法入門』（1588年版），1．C．　Gent（one

Carpenter　Gent．）『最良記帳法』（1632年版），

R．ダフォーン『商人鑑』（1635年版），A．リ



一セット『両房法』（1660年版），S．モンテー

ジ『貸借法』（1682年，再版），R．コリンソソ『完

全な会計人』（1683年版），aperson　of　Honour

『会計紳士』（1714年版），A．マギー『簿記原

理』（1718年版），A．マルコルム『簿記論』

（1731年版），H．フテファンズ『イタリア簿

記』（1735年版），J．メヤー『簿記論』（1736年

版），D．ドーリングr完全イタリア簿記』

（1765年版），W．ゴードン『国際会計人」（1768

年，再版），B．ドンr会計人』（1778年版），

R．ハミルトン『商業入門』（1788年，再版），

B．ブース『完全簿記』（1789年版），E．T．ジ

ョーンズ『イギリス式簿記』（1796年版），J．

W．フルトン『英印簿記』（1800年・ンドン版，

ただしベンガル版は1799年刊行），P．ケリー

『簿記要論』（1801年版），P．ディーガン『簿

記全書』（1807年版），J．セジャー『商人簿記

入門』（1807年版），J・モリソン『完全な商人

簿記』（1808年版），J．ランバート『恒久バラ

ンス』（1812年版），M．パワー『明解複式簿記」

（1813年版），F．W．クロンヘルム『新式簿記』

（1818年版），R．ラソグフォード『イタリア式

商人簿記』（1822年版），　1．P．コリー『実践

簿記』（1839年版），B．F．フォスターr改良

簿記教授法』（1843年版），W．イングリス『単

複簿記』（邦訳r商家必用』，1849，1861，1872年

版），A．プリング『法律簿記全書・商業簿記

実践』（1850年版），D．シェリフr複式簿記全

書』（1852年版），　J．ソーヤー　『簿記組織』

（1862年版），T．バタースビー『完全複式簿

記』（1878年版），以上のほかW．ミッチェル

『新式完全簿記』（1796年版，フィラデルフィア

刊）

　イギリス簿記の発展史的な視点から，これ

らの人々の業績を強いて類型的に段階づけを

おこない，とくに目立った簿記書の著者名を

あげてその史的な役割を明らかにしてみる

と，次のようになるのではないかと思われ

る。
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伝統的なイタリア簿記の紹介者・伝承者と

してのオールドカッスル，メリス，ピール

およびダフオーγ

伝統的なイタリア簿記の完成者としてのメ

ヤー

伝統的なイタリア簿記の改革者としてのブ

ース

実用簿記（現金式仕訳帳制）の提唱者として

のハミルトン

異端の改革者としてのジョーンズ

近代簿記の開拓者としてのケリーとコリー

近代簿記の完成者としてのクロンヘルム

現代簿記の開拓者としてのソーヤーとバタ

ースビー

　以下，これらの人々を中心として，発展史

的な解析をすすめてみよう。

　（補注）　ウルフA．H．　Woolf『会計小史』（A．

　Short　History　of　Accountants　and　Accoun，

　tancy，1912）の第2編・第12章‘English　Works

　on　Book－Keeping’（pp．131～143）は，イギリ

　ス簿記書を取扱った有名な業績であり，あまね

　く知られているところである。しかし，率直に

　いえぱ，オールドカッスル以来の若干の簿記書

　について，その取扱いは平面的で，内容に立ち

　入った解析が比較的乏しく，とくに，発展史的

　な考察において不足しているというのが，筆者

　のひそかに不満とするところである。あえて，

　類似のこのような拙論を公表したゆ1えんであ

　る。比較していただければ幸いである。

2　イタリア簿記の継承者達：

　　オールドカッスル，メリス，ピ

　　ールおよびダフォーン

　邦暦で天文12年8月，種子島に鉄砲が伝来

したこの月に，、ロンドンのJohn　Goughと

いう印刷業者が，オールドカッスル（Hugh

Oldcastle）の執筆になると伝えられている簿

記書を出版した。英語で書かれた最古の簿記

書で，時に，1543年8月14日であった。その
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オリジナル・タイトルは，次のとおりであ

る。

　Here　ensueth　A　profitable　Treatyce　called

　the　Instrument　or　Boke　to　learne　to

　knowe　the　good　order　of　the　kepyng

　‘）fthe　famouse　reconynge，called　inLatyn

　Dare　et　Habere，　an（I　in　Englyshe，　Debitor

　and　Creditor．

　この書物は，現在までのところ一冊も発見

されていない。R．　R．　Coomber，‘Pioneers　in

English　Book－Keeping　Texts－Hugh　Old－

castle　and　John　Mellis，’Accounting　Rea・

serch，　Vol，7，　No．2，　April，1956．による

と，1779年頃にはすでに稀観本であったらし

く，1852年にB．F．　Foster，　The　Origin　and

progress　of　Book－Keeping．によって，そ

の名が明らかになったといわれている。しか

し，フォスターのいっている書物というの

は，次にのべるメリス簿記書のことではなか

ろうか。メリス（John　Mellis）によると，オ

ールドカッスルは，ロンドン市のコールマソ

街の商人リチャードの末子で，彼の簿記書の

刊行に先立つ約半年前，1543年のはじめに没

したと伝えられている。

　邦暦で天正16年8月，秀吉の有名な天正の

刀狩り発令の翌月，1588年8月に，メリスの

簿記書が刊行された。そのタイトル・ページ

の記事は，次のとおりである。

　Abrief　Instruction　and　maner　how　to

　keepe　bookes　of　Accompts　after　the　order

　of　Debitor　and　Creditor　and　as　well　for

　proper　accompts　partible，　etc．．　By　the

　three　bookes　named　the　Memoriall，

　Journall，and　Leager　and　of　other　neces－

　saries　apPertaining　to　a　good　and　dilig－

　ent　marchant．　The　which　of　all　other

　reckoninges　is　most　lawdable：for　this

　treatise　well　and　sufficiently　kn・wen，　all

，’
噤f P）：，v　t　r　es　and　ma真ers　may　be　the　easier
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and　sooner　discerned，1earned　and　kno・

wen．　Newely　augmented　and　set　forth

by　John　Mellis，　Scholemaster．1588．

　メリスは，この書物の巻頭で，『読者へ』

という表題のもとで，こうのべているQ

「私は，1543年8月14日にロソドンで出版さ

れた昔の古い簿記書の書きかえ人（renewer）

であるにすぎない。その簿記書は，Hugh

Oldcastleが編成して公刊したものである。」

　そこで，本稿では，以下，メリスのこの書

物を，「オールドカッスル・メリスの簿記書』

とよぶことにする。

　rナールドカッスル・メリスの簿記書」は，

1494年にベニスで出版された最古の印刷され

た簿記書と伝えられている有名なパチオリ

（Fura　Luca　Pacioli）の『ズムマ』（その一部

の「計算記録詳論」‘OomPutis　et　ScriPturis’）

と内容，章節の区分とタイトル等が酷似して

おり，帳簿のシステムとしては，日記帳・仕

訳帳・総勘定元帳の三主要簿と補助簿とから

なる典型的なイタリア簿記ないしベニス簿記

の伝承である。1939年にロンドソで出版され

たP．クリベリの英訳『ズムマ』（最も原典に

忠実な訳として有名である。）と比較すると，一

入その感が深い。具体例として，イタリア簿

記の中核ともみるべき「財産目録」を解説し

ている第2章のタイトルを比較してみよう。

　　（クリベリの『ズムマ』の英訳）

　Of　the　first　principal　part　of　this　Treatise

　called　the　Inventory，　what　it　is　and

　how　it　should　be　made　by　Merchants．

　　（オールドカッスル・メリスの簿記書）

　This　first　and　principall　part　of　this

　treatise　sheweth（注・showsのこと）how

　an　Inventory　ought　to　be　ordered　among

　marchants．

　前掲のCoomber論文では，この両書の酷

似について，次のような興味ある記述をして



いる。

　「パチオリ簿記書との類似のために，オー

ルドカヅスル簿記書がパチオリの英訳本であ

るとみられたこともあるが，スタイルや内容

の細部にわたってみると，多くの点で両書に

は相違がみられる。Katsも指摘しているよ

うに，パチオリの幾章かはオールドカッスル

・メリスでは完全に欠落しており，また，後

者には，パチオリにみられない多くのラテン

語のフレーズや格言がふくまれている。そこ

で，次のような推論が可能であると考えられ

たことがある。すなわち，パチオリもオール

ドカヅスルも，実は，おそらく手書きの同じ

内容の簿記書を原本としたもので，オールド

カッスルの場合の原本がたまたまラテン語で

書かれていたのである。」

　なお，この『原本』の箸者とみられている

人物は，インピン（J．Ympin）の簿記書の序

論にもその名がみえている　Juan　Paolo　di

Bianciであるという。

　興味ある問題である。筆者もかねがねパチ

オリの説明しているいわゆるイタリア（ベニ

ス）簿記の内容が，余りにも整然と備ってお

り（あるいは，ととのいすぎており），彼が実務

経験からえた知識をもとにしてまとめたもの

とみる考え方に，疑をもつものの一人である

ことを申し添えておきたい。

　『ナールドカッスル・メリスの簿記書」には，

「かの有名な損益の勘定について」（of　the

famous　accompts　called　the　profit　and　loss）

の説明もあり，資本主勘定への振替や，諸勘

定の締切りに関する明快な解説があり，第25

章（終章）には，「試算表」に関する次の記述

もみえている。

　　「帳簿残高を確認するために，左右の両頁

よりなる適宜な紙幅の一葉の紙片を準備し，

中央から左右を区別し，右側頁に元帳の各口

座の貸方残高の全部を写しとり，左側頁にそ

の借方残高の全部を写しとる。貸借各々の側

の合計が一致すれば，帳簿が正しく記録され
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ている証拠となる」。損益勘定を資本主勘定

に振替えた後に作られれぽ，今日の「繰越試

算表」となるわけである。

　このイギリス初期の代表的な簿記書の内容

を示すために，各章のタイトルを一覧して表

示しておこう。

　第1章　ベニス式により，元帳，仕訳帳お

　　　　　よびその他の帳面を用いて勘定記

　　　　　録をするための妥当な手続。

　第2章財産目録の作成に関する本書の最

　　　　　初の重要な部分。

　第3章　正規の財産目録の様式，その雛形

　　　　　と作成手続。

　第4章　善良な商人に対する一般的な忠

　　　　　告。

　第5章記録整理と名づけた本書の第2の

　　　　　重要な部分および3種の主要簿。

　第6章　日記帳と名づけた最初の帳面，そ

　　　　　の意義と記帳の手続および目的。

　第7章　日記帳の雛形。

　第8章　9種の売買方法。

　第9章　仕訳帳と名づけた第2の主要な帳

　　　　　面およびその記帳手続。

　第10章　仕訳帳の借方と貸方，元帳で用い

　　　　　るふたつの勘定，現金と資本。

　第11章　元帳と名づけた最後の第3の主要

　　　　　な帳面およびその記帳手続。

　第12章　仕訳帳から元帳への転記。

　第13章　現金勘定と商品勘定への転記。

　第14章　元帳での商品勘定の取り扱い。

　第15章　販りつぎ業務の簿記。

　第16章　3種の主要簿による商会の勘定記

　　　　　録の方法。

　第17章　費用と原価，経常項目と異常項

　　　　　目。

　第18章　元帳での損益勘定。

　第19章　新元帳への繰越手続。

　第20章　誤謬の訂正。

　第21章　帳面の平均，新旧元帳の間の継続

　　　　　の検証手続。
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第22章　商品勘定の締切り。

第23章　小売商店の勘定記録の方法。

第24章　書翰の整理方法その他。

第25章　要約

　邦暦で天文22年（この8月に第1回の川中島

合戦おこる），すなわち1553年に，現存する最

古の英語の簿記書がロンドンで出版された。

著者はピール（James　Peele）というロンド

ソ在住の製塩業者で，1562年から85年までは

クライスト・ホスピタルの書記であったと伝

えられている。そのオリジナル・タイトル

は，次のとおりである。

　The　Maner　and　Fourme　how　to　kepe

　aperfecte　reconyng，　after　the　order　of

　the　moste　worthie　and　notable　accompt，

　of　Debitour　and　Creditour，　etc．，1553．

　次いで，1569年には彼の第二の簿記書がで

ており，そのオリジナル・タイトルは，次の

とおりである。

　The　Pathe　waye　to　perfectnes，　in

　th’accomptes　of　Debitour，　and　Creditour

　：　etc．，1569．

　このピールの第一の簿記書の完本は，現在

のところ1部しか発見されておらず，英国勅

許会計士協会図書館が所蔵している。複写版

としては筆者の研究室にも入っている。H．J．

Eldridge＆　L．　Frankland，　The　Evolution

of　the　Science　of　Book－Keeping，1954，

p．32によると，プラーグのCarl　Peter

Khei1がその発見者であるという。

　ピール簿記書の大半を占めているのは，開

業財産目録からはじまる主要簿の記帳雛形に

よる解説であり，主要簿として，Journalあ

るいはDay　booke，　The　Quaterneあるいは

Greate　booke　of　accomptesの名をあげて

いる。今日の「仕訳日記帳」に相当する帳簿

名としてJourna1のほかにDay　bookeをあ

げているのは注目してよい。また，ベニス簿
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記でのQuadernoに当る名称，またヨーロッ

パ大陸系の「大帳」（イタリ・－sフランス，スペ

イソ等）ないし「首帳」（ドィッ）に相当する

‘Greate　booke’を用いている点も注目され

る。‘The　Pathe　waye’では，これがLeager

にかわっている。このLeagerという特殊な

用語については，次の（補論）で諸説をあげ

て紹介する。・

　ピールの2冊目の‘The　Pathe　waye’は，

前著の約3倍ほどのボリュームがあり，画期

的な充実ぶりである。最初に「問答形式」で簿

記の一般ルールに関する解説があり，ついで，

財産目録，仕訳日記帳，元帳という順に明細

な説明がなされている。

　邦暦で元和11年すなわち1635年に，ロン

ドソでダフォーソ（Richard　Dafforne）の簿

記書が出版された。この書物は，Gerard

Maiynesの‘Consvetavdo，　vel，　Lex　Mer・

catoria　or，　The　Ancient　Law－Merchant，

etc．，’（333頁）と合本になっている。ダフォー

ン簿記書のオリジナル・タイトルは，次のと

おりである。

　The　Merchants　Mirrour：or，　directions　for

　the　perfect　ordering　and　keeping　of　his

　accounts；Framed　by　way　of　Debitor

　and　Creditor，　after　the　（so　termed）

　1talian　一　Mannev：　containin9　250　Rare

　Questions，　with　their　Answers，　in　forme

　of　a　Dialogue．　As　likewise，　A　Waste

　Book，　w五th　a　compleat　lournall　and

　Leager　thereunto　apPertaining；unto　the

　which　I　have　annexed　two　other　Vaaste一

　わoo海s　for　exercise　of　the　Studious：and

　at　the　end　of　each　is　entered　the　briefe

　Contents　of　the　Leagers　Accounts，

　arising　from　thence．　And　also　A　Moneth－

　Booke，　very　requisite　for　Merchants，

　and　commodious　for　all　other　Science＿

　Lovers　of　this　famous　Art．



　なお，合本されているGerard　Malynesの

本にも241頁以下の‘Of　Merchants　Accounts

kept　by　Debitor　and　Creditor’（第20章）で

イタリア簿記の解説がなさている。

　ダフォーンの簿記書は，開業財産目録から

出発して，「日記帳」（Memoriall　or　Waste－

Book），「仕訳帳」（Journall），「元帳」（Lea・

ger）とすすんでいく典型的なイタリア簿記

を忠実に継承している。定期決算制はなく，

「元帳を締切る必要」という設問について，

「帳面に余白がなくなったとき，商売をやめ

るとき，店主が死亡したとき」と答えてい

る。　この簿記書r商人鑑』は，1636年，

1651年，1656年および1686年にそれぞれ重版

しており，重版した最初のイギリス簿記書で

ある。初期のテキストとしては，最もポピュ

ラーなものとなった。

　ダフォーンは，アムステルダムから後にイ

ギリスにきた商人で，当時のロンドンの商人

達の簿記を評していう。「尊大にしてしかも

頑迷なる無知」と。

　内容を概括しておこう。

　タイトル頁の次に，この本の献呈者一覧と
イピストル

書簡体の献詞がある。っいでVal．　Markham

という署名入の紹介文があるが，その冒頭の

部分に，「借方と貸方という最も優れた形式

による商人簿記書が，優れた著者により母国

語である英語で書かれ印刷されでことは、稀

有のことである。」とのべられている。

　以下，「簿記の先駆者の意見」，「本書のね

らい」，「教師への提言」が数頁あり本論に入

る。この本論の部分は，　「商人簿記序論」か

らはじまる。この序論は，帳簿雛形による解

説の部分の前説に相当するもので，明治初期

の本邦簿記書の「凡例」に相当する。つまり

　「序論」ないし「凡例」で簿記の一般ルール

を説明し，帳簿雛形によって具体的に記帳の

解説をするという定型なのである。

　　「商人簿記序論」の部分は，Philo－Mathy

とSchoole－Partnerとの問答形式になって
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いる。Philo－Mathyとあるのは，結合辞の

ブイロ「愛する・愛する人」・マス（Math．

Mathematician）であろう。

　第4頁以下には，現金出納帳等の補助簿の

解説があり，5頁の下段には「仕訳帳および
　　　　　ウエスト　プツク
それに先立つ当座帳」，「元帳およびそれに先
　　　　　　　　　　　　　　　　　ミラ－
立つ仕訳帳ないし日記帳」，「所有財産の鏡と

しての元帳ないし大帳」の解説がある。

　全54頁のこの「序論」は，簿記の全般にわ

たる優れた解説を，問答体でうまくまとめて

いる。また，55頁以下の帳簿雛形も適切・明

快であり，手引書としては，大そうゆきとど

いている。度々重版され普及したのもゆえな

しとしない。

3　（補論）；Ledgerの語源

　イタリア（ベニス）簿記を忠実に継承した

初期のイギリスでは，帳簿名もそのまま英訳

しているが，唯一の（奇妙な）例外として「元

帳」（Ledger）がある。　もっとも　Ledger

と綴るのは，比較的新しく，Leager，　Leger，

Leiger，　Leidger，　Ledge，　Lager等と綴った

ケースもある。

　a一ロッパ大陸系の「元帳」という用語を

対比して列挙し，かつ，その英訳を参考のた

めに併記してみよう。

…ア……
o鴉脇卿：：lln搬訟

　ヌ、ペイン……libγo　grande……great　book

　フランス……g・rand　livre………great　book

　ドイツ……HauPtbuch・・…・…head　book

　イギリスの古い名称ではgreat　book（greate

booke）の事例もある。

　この点に関しては，古くから，本稿にも名

のみえている若干の簿記諸家によって論じら

れているので，紹介しておこう。なお，ケリ

ーの所見については，第8項を参照された

いo



近代簿記の系譜（久野）

　S．モンテージ（Stephen　Monteage）『貸

借法』（Debtor　and　Creditor　made　easie：

etc．，1675，1682）は，この‘Leidger’は，

イタリア語のLedgireoからきており，その

語意は「総勘定の状況を通覧するのに容易か

つ敏速」という意味からきているという。

　J．メヤー（J．Mair）『簿記論』（BQok－

Keeping　Methodized，1736）は，やはり

イタリア語からきており，Art（巧妙），　Dex－

terity（手早い）という意味をふくむという。

　p．ディ＿ガソ（Paul　Deighan）『簿記全

書」（AComplete　Treatise　oll　Book－Kee－

ping・1807）は，　Baileyの説をまず引用して，

オランダ語の動詞‘Legge〆（正しくはbeggen，

英訳すればto　lie　in　a　placeあるいはto　remain

in　a　placeとなる。）にもとつくとする考えを

紹介した後に，彼自身の考えを，次のように

のべている。もともとこの帳簿名は，Liege－

men（封建君主の家臣，小作人）の賦役，小作

料等を記録する帳簿‘Lieger－Books’あるい

は‘Leiger－Books’に由来するものである

と。

J．メ　ヤー

1736年

イタリア簿記の完成者

単一仕訳帳制の採用

漁効万翻
あらゆる意味で，テキ
ストとしての完成品

B．ブー　ス

1789年

イタリア簿記の改革者

複合仕訳帳制の採用

ロンドンの商人

未完成ではあるが実践
的な指導書

4　伝統の完成者と改革者：メヤー

　　とブース

　　ー単一仕訳帳制から複合仕訳帳制ヘー

　イギリスの産業革命を時代的背景として，

伝統的なイタリア簿記の伝習に，大きな変化

がおこることになる。18世紀の前半と後半と

を代表するまことに対照的な2人の簿記家の

名をあげよう。すなわちメヤー（John　Mair）

とブース（Benjamin　Booth）である。彼等

の簿記書の内容に立ち入った説明は後述する

が，まず両者の特色を浮き彫りにする目的

で，本頁右側上段の図表を作ってみた。なお

年号は簿記書の刊行年次を示す。

　1736年から1789年，この間に産業革命はい

かに展開していったか。これは彼等の簿記書

の社会的背景として，極めて重要な意味をも
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つ。ここでは，その象徴的な事件をあげるに

とどめておこう。ユ764年（多軸粒績機の発明），

1768年（水力紡績機の発明），1779年（ミュール

紡績機の発明），1787年（カートライト力織機の

完成），これらは，通常，木綿工業の4大発明と

いわれている。綿製品の輸出額は，1730年

（13，000ポンド）から1780年（355，000ポン

ド）と約27倍に増加している。綿花の輸入額

は，約5倍の増加である。

　スコットラソドの首都エディンバラ在の

AM（Artium　Magister）メヤーの簿記書の

オリジナル・タイトルは，次のとおりであ
る。

　Book　一　keeping　Methodized：or，　A　Me・

　thodical　Treatise　of　Merchant－Accompts，

according　to　the　Italian　Form．　Wherein，

　the　Theory　of　the　Art　is　fully　explained，

　and　reduced　to　Practice，　by　Variety　of

　suitable　Examples　in　all　the　Branches

　of　Trade．　etc．，1736．

　初版以降，実に14版を重ねたものである

が，内容の紹介・論評に先立って，先人の批

評を若干あげておこう。

　F．W．クロソヘルムの『前掲書』（1818年，後

述する。）の　‘Sketch　of　the　Progress　of

Book－keeping’によると，「最も完成された

イタリア簿記の典型」とされており，また，

J・W・，フルトンのr前掲書』（1800年）の

‘Notes　to　the　Introduction’（P．17）による



　と，　「メヤーによって，簿記理論の土台がか

ためられた」とのべるとともに，数少ない実

践派簿記家の首領格がB，ブースであったこ

とを指摘している。この見方は，たしかに卓

見である。なお，フルトンは，ブースのほか

に，すぐれた実践派の簿記家として，T，K．

Gosnell，‘An　Elucidation　of　ltalian　Method

of　Book－keeping　with　pre－observations

on　Jones，　English　System，　London，1796’．

とJ．H．　Wicks，‘Book－keeping　Reformed，

London，1797．’の2人の名をあげている。

書名はいずれもエルドリッヂ（H．J．　Eldridge，

The　Evolution　of　the　Science　of　Book－keeping，

2nd．　ed．，　revised　by　L．Frankland，1954）の書

目によった。この2冊は入手していないので

詳細は不明である。

　メヤーの簿記書のアウトラインを示そう。

序論，第1編（Book　1），1第2編，第3編お

よび補論から構成されており，序論で簿記の

定義等をのべた後，第1編で「当座帳」　（日

用帳）‘Waste－book’を説明し，第2編で「仕

訳帳」および貸借記帳のルール並びに範例を

あげて元帳諸勘定を巧みに解説している。第

3編ではとくに元帳の記帳法や残高勘定の機

能を解説し，補論で各種の補助簿と取引の解

説をしている。本論172頁，補論75頁からな

る。

　今日の目からみても，すこしもみおとりし

ないくらい「テキスト」としてはよくまとま

った構成と内容とをもっている。説明の次叙

には，まことに整然たるものがあり，同時代

の簿記テキストとしては出色のできばえであ

る。一種のゆきづまり，あるいは新鮮味を欠

いた物足りなさ，を感じさせるほどの「完成

品」であるともいえよう。

　なお，開業財産目録からはじめて，当座

（日用）帳，仕訳帳，元帳とすすむ説明の具体

的な内容の引用は省略するが，メヤーが，元

帳の「勘定」としての‘Ballance　Accompt’，

・profit　and　Loss　Accompt’これらと，報
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告書としての‘Ballance　Sheet’，‘Profit　and

Loss　Sheet’（いずれも彼の用語法による）とを

はっきり区別していること（r前掲書』88頁），

を特記しておきたい。　「残高勘定」・「損益

勘定」という元帳の「記録」としての集合勘

定と，「報告計表」としての‘sheet’との区

別ができているということは，18世紀前半の

当時としてはめずらしい事で，19世紀に入っ

てからでさえも，初期の頃では，「記録」と

「報告」との機能的な区別がはっきりしない

ものが多いのである。つまり，財務諸表制の

確立は，ほとんどみられていない。

　メヤーに代表される伝統的イタリア簿記の

伝習から脱却して，新生面をきり開いたの

が，ロンドン在住の商人，ブース（Benjamin

Booth）であった。時あたかもフランス大革

命の年の1789年に出版された彼の簿記書の

オリジナル・タイトルを，次に示そう。

　AComplete　System　of　Book－Keeping，　by

　An　Improved　Mode　of　Double－Entry；

　Acomprising　Regular　Series　of　Transactio－

　ns，as　they　have　occurred　inactual　business；

　Illustrated　by　a　Variety　of　Precedents，

dispOsed　in　such　a　Manner　as　to　remove

　every　　Obstacle　　in　　stating　the　most

　difficult　Accounts，　either　between　In－

　dividuals　or　Partners：together　with

　Aprroved　Forms　of　all　the　Subsidiary

　Books　required　in　Trade；being　the

Result　of　Thirty　Years　Observation　and

Experience．　The　Whole　Designed　as　a

　Perfect　Companion　for　the　Counting－

House；with　a　view　of　fixing　a　standard

for　Practical　Book－Keeping，　suited　to

the　Merchant　and　Trader　of　every

denomination．　To　which　are　added，　A

New　Method　of　Stating　Factorage

Accounts，　adapted　particularly　to　the

Trade　of　the　British　Colonies　etc．，1789，

By　Benjamin　Booth，　late　of　New　York



and　now　Qf　London，　Merchant．

近代簿記の系譜（久野）

　本交248頁に「付表」のついたものである。

この長文のタイトル中にも，「ニューヨーク

とロンドソでの30年間にわたる実務経験にも

とついて改良した実践むきの簿記書」である

とするブースの自負心がよくあらわれてい

る。

　彼の簿記書の特色は，後世，「複合仕訳帳

制」と「月次総合仕訳帳制」とよばれるよう

になったすぐれた仕訳帳制の併用にある。と

くに複合仕訳帳制こそは，後のアングロ・ア

メリカン系の簿記での最も特徴的な帳簿制で

あることは説明の必要があるまい。なお，こ

の帳制の提案は，第6項のハミルトンの簿記

書（1777年）にもみられる。

　ブースはその簿記書の6頁の「一般原則」

で，大略，次のようにいう。当座（日用）帳

は‘book　of　original　entry’（原初記入帳）で

あるが，現金出納帳，手形記入帳，仕入（売

上）帳のような補助簿は，同時に，現金収支，

手形の受払，商品の仕入（売上）に関する部

分的な当座（日用）帳に外ならぬ。一般の当

座（日用）帳，これらの部分的な当座帳をと

もに活用するならぽ，仕訳帳は総合的なプル

ーフ（検証）のためindex（complete　index）

と考えてよいと。つまり，彼は，複合仕訳帳

制と総合（月次）仕訳帳制とをたくみに結合

させた帳簿制を採用したのである。「仕訳帳

B」として，彼は次の中扉を示している。

　　　　　　仕訳帳　B
　トーマス・トラスティーのすべての交易取

引を網羅している。

　次の諸帳面から月次に抜き書きしたもので

ある。

　　現金出納帳

　　手形記入帳

　　仕　入　帳

　　送り状控

社債利息記入帳

売上帳，および

一般当座帳
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1789年1月1日開始記帳

　また，期末の「残高勘定」は，貸借とも，

すべて「諸口」として集計額を掲示してお

り，「検証」機能の専用のものとなってい

る。このほか，29頁の冒頭で，6ヵ月決算

の必要性を強調している点も注目される（do

strongly　recommend　it　to　every　person

in　trade・・・…　）o

　ブースは，とくに『前掲書』（24～25頁）で，

次のようにいう。

　「全取引を単冊の仕訳日記帳に記録せねば

ならぬとしている点で，イタリア簿記はプリ

ミティブな形態にとどまっているといわざる

をえない。種々な補助簿が必要なことは，実

務経験上から明らかであり，補助簿の採用に

当っては，現金出納帳が収支取引の仕訳日記

帳であり，手形記入帳が手形取引の仕訳日記

帳である等の事情を明確に理解すべきであ

る。そうでないと無用の重複で帳簿記入は繁

雑かつ困難なものとなる。とり立てて不便も

なく，私自身で実践してきたことでもあるか

ら，この方法を一般にも推奨しようと思う。」

5　複合仕訳帳制の継承者達

　イギリスでは，B．ブース以後，複合仕訳

帳制を採用した簿記書が多くあらわれてく

る。その代表的なものは，後述するP．ヶリ

ー『簿記要論』（1801年）であるが，その後に

も，　J．セジャー『商人簿記入門』（1807

年），　J．モリソン『完全な商人簿記』　（1808

年），T・ペプスr改良簿記組織』（1818年），

P．コリー『実践簿記』（1839年），B．フォス

ター『改良簿記教授法』（1843年）とつづく。

　ここではとくに，比較的早い時期に，フィ

ラデルフィアで出版されたW．ミッチェルの



簿記書を紹介しておこう。18世紀末の1796年

のことであった。William　Mitchell『新式完

全簿記」；ANew　and　Complete　System　of

Book－Keeping，　by　an　improved　method　of

Double　Entry．　etc．，　Philadel　phia，1796

は，その序論（6頁）の一節でいう。

　「単冊の仕訳帳を用いないという点で反対

する人もあろうが，私としては，こういいた

い。この本で示している方法を採用すれば，

とくに単冊の仕訳帳を設ける必要はなく，ま

た，この種の単冊の帳簿の利用価値について

は，疑問の余地がある」と。

　彼は，ブースの場合のように，月次の総合

仕訳帳を経由して総勘定元帳に転記するとい

う方法によらず，数冊の分割された仕訳日記

帳を用いた直接転記の方法によっている。彼

の示した「複合仕訳帳制」のAタイプ，Bタ

イプ，および彼が「イタリア式」と名づけて

いるCタイプの帳簿制を列記しておこう。

A・イブ o1蝶雛）
　　　　　　日　記　帳

・・イブ

　メヤーからブースへの展開について，J．

W．フルトン『英印簿記」；British－Indian

Book－Keeping．　A　New　Method　of　Double

Entry　alld　Progressive　Adjustment，　etc．，

1799，1800．は，理論派と実践派としてとら

え，次のように評している。けだし的をえた

ものといえる。フルトン（J．　W．　Fulton）は

ベンガル歳入局会計部の簿記係で，1799年に

ベンガル版を，翌年にロソドソ版をそれぞれ

出版した。

　同書の17頁で，次のようにいう。
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　「簿記書の中には理論だおれのものがすく

なくない。しかも，全部とはいわないにして

も，その中の多くのものは，メヤーによって

ふみかためられた道を歩んできたものにすぎ

ない。」

　また18～19頁で，次のようにいう。

　「実践的な簿記家の数は極めてすくない。

その中での首領格がブー1であるとみてよか

ろう。彼の複式簿記の実践的な著書は，最高

のできばえのもので，1789年に出版された。」

　さらに，ブースの改革について，その月次

総合仕訳（monthly　journalization）を高く

評価しながらも，同時に，19頁に次の注を書

いている。

　「この改良案（注・総合仕訳の体系）は，ブー

スの著書の以前にも，まったく知られていな

かったというわけではない」と。その実例

として，1787年ないし1788年のダヅカの工場

帳簿のうちの製塩部門で採用されていたとの

べている。内容の紹介はしていない。

　なお，フルトンが実践派の一人としてあげ

ているゴスネル（T．　K．　Gosnell）について，

ジョーンズ（E．Jones）（次項）の「妄想的な

主張」に対する冷静かつ明敏な告発者と評し

ている点も，とくに注目される。

　補助簿を部分的な当座帳（日用帳）として兼

用し，この当座帳（部分的当座帳と一般当座帳）

を兼仕訳帳として活用する（仕訳日記帳）とこ

ろから，結果的に，仕訳帳が分割され，複合

化するのである。このいきさつに留意せねば

ならぬ。さらに，月次の総合仕訳による検証

の発想と結びついて，近代簿記への大きな前

進を示すのである。（末尾の補注も参照）

6　現金式仕訳帳制の登場：

　　ハミルトン

　1777年，アメリカ独立の翌年に，R．・・ミル

トンr商業入門』の初版が出版された。手許

にあるのは1788年版（第2版）である。このほ
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かに，1799年（第3版）および1802年（第4版）

がある。オリジナル・タイトルは，次のとお

りである。

　An　Introduction　to　Merchandise，　coll－

　taining　A　Complete　System　of　Arith－

　metic．　A　System　of　Algebra，　Forms　and

　Manner　of　Transacting　Bills　of　Ex－

　change．　Book・Keeping　in　Various　Forms．

　etc．，　by　Robert　Hamilton，　Edinburgh：

　1788，

　構成は，第1編算術，第2編代数，第3編

為替手形，約束手形および受取勘定，第4編

イタリア簿記，第5編実用簿記，第6編商事

法令，および補論となっている。

　この第5編『実用簿記』の第1章「イタリ

ア簿記の応用」につづく第2章「現金出納帳

と元帳だけの方法」で，現在，現金式仕訳法

（cash　journal　method）ないし現金式仕訳帳

制とよばれている方法を，明快に解説してい

る。その要旨は，こうである。

　（イ）全取引が現金取引だけであるのなら，

　現金出納（仕訳）帳を用いて元帳へ転記で

　きる筈である。

　（ロ）非現金取引がまじっている場合では，

　ごく単純な「擬制」（fiction）で現金取引

　に還元すればよい。例えば，掛で商品を売

　却したのなら，商品を売却して現金を受取

　り，同時にその現金を相手方に貸付けたと

　考えればよい。この種の「擬制」をすべて

　の非現金取引に拡大して適用する。

　㊨　会計責任者が，この種の「擬制」を好

　まないのならば，「現金出納（仕訳）帳」と

　「普通仕訳帳」との2冊の仕訳帳　（単純な

　複合仕訳帳制）を用いれぽよい。

　ハミルトンの場合，現金式仕訳帳制ととも

に，最も単純な複合仕訳帳制をも併行して採

用している点を注目したい。前掲のB．ブー

スに先立つこと12年前のことである。
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　この現金式仕訳帳制は，イギリス銀行会計

の影響というルートを通じて，わが国の銀行

会計の領域にも入ってきた。　詳細は，拙著

r銀行簿記』（評論社），「銀行会計原理』（法大

出版局）あるいは最近の拙論r日本の会計史』

（r企業会計』昭和48年1月号～6月号に連載）等

を参照されたい。

　なお，544頁におよぶハミルトンのこの大

著のうちの，簿記を取扱っている第4編と第

5編の構成を，参考のために示しておこう。

　第4編　イタリア簿記
i　第1章　一般原則

　　第2章　特殊な原則

　第5編　実用簿記

　　第1章　イタリア簿記の応用

　　第2章　現金出納帳と元帳だけの方法　　　i

　　第3章　　（省略）

　　第4章　　i音i業病葦言己

灘塁灘斐の簿、、　1

　　第・轄糊　　　1

7　異端の改革者：E．T．ジョーンズ

　1796年，ブリストル生まれのジョーソズ

（Edward　T．Jones）が『ジョーンズのイギ

リス式』（Jones’s　English　System）と名づ

けた簿記書を公刊して，「イタリア簿記の改

革者」を自称した。オリジナル・タイトル

は，次のとおりである。

　Jones’s　English　System　of　Book－Keeping，

　by　single　or　double　entry，　in　which　it

　is　impossible　for　all　error　of　the　most

　trifling　amount　to　be　passed　unnoticed；

　calculated　　effectually　　to　prevent　the

　eviis　attendant　on　the　methods　so　long

　established；and　adapted　to　every　species

　of　trade．　Secured　to　the　Inventor，　by

　King’s　Royal　Letters　Patent．　That　makes



it　illegal　for　any　person　to　use　the　method

without　the　patentee’s　licence　or　au－

thority：which　is　given　with　the　work．

　長文のタイトルの様式は，当時まで一般的

なものだが，このような鉄面皮な自己宣伝を

したタイトルは珍しい。

　もっとも，このタイトルの「いかなる些細

な金額の誤りも見落すこと不可能」とある点

のあげ足をとられて，ミル（James　Mill，‘An

Examination　of　Jones’English　System　of

、　Book－Keeping，　etc．，’）の皮肉な批難をあび

た。エルドリッヂのr前掲書』　（第4項参照）

に引用されたミルの論文の一節にいう。

　　「彼の簿記法の優秀さを示そうと意図して

作られた例題をみると，甚だ奇妙なことに，

キャラコの10点が紛失している。例題がもっ

と多かったら，この10倍は紛失したことだろ

う。」

　ミルの論難は，原理的な批判ではなくあげ

足とりであるが，この種の悪口ないし皮肉を

あびる素地はジョーンズの側に充分ある。な

お，このJ．ミルは，経済学者J．S。　Millの

父親とは同時代人ではあるが，まったくの別

人である。

　ジョーンズ簿記書の最終版は1860年に出て

おり，ひろく読まれたようである。しかし，

その内容たるや，彼が大風呂敷をひろげたほ

どのものではない。100頁そこそこの小冊子

で，しかも，本論はその中の僅かに29頁を占

めているにすぎず，あとは，「献詞」，「推薦

状」，「王室勅許状」（自称），巻末の16頁にお

よぶ予約購読者名簿等である。量的にみて

も，これほど内容の貧弱な本も珍しい。予約

定価1ギニーで大宣伝をし，1795年には1ギ

ニー ｼに値上げをしている。しかも，本論の

書き出したるや，あらかじめ論難を予想して

いるかのように先手をうち，「経験によって

その有用性が立証されるまでは，非難と反対

とにあうのは当然である。これが新しい発明

14

の宿命である」と。「無邪気」というか「あ

つかましい」というか，おそれいったことで

ある。

　イタリア簿記を改革したと自称しても，そ

の実体は，「日記帳」の金額欄の多桁化とい

う少々目新しい形式をとったもので，「工夫」

といえるほどのしろものではない。しかも，

最も重大な欠陥として，彼の簿記では，名目

勘定，売買勘定，損益勘定を悉く欠いている

のである。これでは15世紀末の『ズムマ』に

も劣ることになる。利益は、もっぱら財産計

算（正味財産の比較）のアプローチによって測

定するのである。

　英人の論評を若干紹介しておこう。1813年

版，M．パワーr簡明複式簿記』の序論はい

う（2頁）。

　　「常道からの離脱を試みた唯一の著者は，

ジョーンズ氏である。しかし，彼の試みたる

や，有用なものというよりもむしろ無邪気な

ものとみるべきで，複式簿記の起源に深くか

かわっているとみられる重要な部分を除外し

ている。損益勘定を除くことによって，極論

すれぽ，彼は自身の意図そのものを根底から

挫折させてしまったようだ。」

　1822年版，R．ラングフォード「イタリア式

商人簿記』（8頁）も，ジョーンズに言及し

ており，結局のところ「イタリア簿記からの

離脱」といっても，原理的な面での根本的な

いわゆる「改革」ではないと論評している。

　なお，ジョーンズ簿記書が出版された同年

に，ゴスネル（T．K．Gosnel1）が，　「ジョー

ンズのイギリス式簿記」を評して，「妄想的

な主張」と論断したことはすでに第5項で紹

・介した。

　無邪気なのか妄想なのかは別として，ジョ

ーンズが，あまりにもジャーナリスティック

な（勿論，悪い意味での）自己宣伝をしたこと

と，内容が量質ともに極めて貧弱なことだけ

は確かである。高い予約金をかき集めたが，

一向に本の出版がはかどらなかったことも事
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実である。

　どうひいきめにみても，　『ジョーソズのイ

ギリス式』の内容は，日記帳の金額欄に貸借

2欄のほかに第3欄を開設し，この欄で「資

本」の増減の記録を直接に行ない（つまり，

「損益計算」というby－passをとおらず），期首

・期末の資本在高を日記帳の末尾で比較して

「利益」を測定するというだけのことなので

ある。

　当時，「新式」，「改良」等の形容詞をつけ

た簿記書名が流行しており，世相や時代をよ

く反映しているが，自分の名前と「イギリス

式」とを合体した『ジョーンズのイギリス

式』という書名には，おそれいる外はない。

8　近代簿記の開拓者達：

　ケリーとコリー

　前世紀に入ると，その30年代頃までに，優

れて体系的な簿記書が，次々に公刊されるよ

うになる。とくに注目されるものとして，こ

こでは，ケリー（P．Kelly，1801）とコリー

（Isaac　Preston　Cory，1839）とをあげてお

く。

　ケリーの簿記書のオリジナル・タイトル

は，次のとおりである。

　The　Elements　of　Book－Keeping，　both

　by　Single　and　Double　Entry，　etc．，1801．

　この簿記書は，rまえがき』の4頁以下に

「簿記小史」（AShort　History　of　Book－

Keeping）を掲げており，この点でも異色の

ものである。内容はともかくとして，意欲的

な試みである。著者ケリーは，ロンドンの

Finsbury　Square　Academyの教師である。

　本稿の3．「Ledgerの語源」との関連で，

ケリー’が「簿記小史」の注記でのべていると

ころを，参考のために，引用しておこう。

　「奇妙な例外（イタリア簿記の影響の）のひ

とつに，Ledger（元帳）という用語がある。
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以前は，Leager，　Leiger，　Legerとも綴った。

この帳簿の名称は，イタリアその他14力国の

ヨーロッパの国々では，いずれもマスター・

ブヅク（主帳）という意味になっている。ブ

ラソスやオランダでは大帳（the　Great　Book），

ドイツその他では首帳（the　Head　Book）で

ある。わが国の主な辞典によれば，Ledger

の語意はもともとは『架空の』（fanciful）あ

るいはr矛盾した』（contradictory）である。

Baileyによると，　Ledgerはラテソ語の動

詞であるLegere（集める）に由来するとい

う。またジョンソソ博士の説では，オランダ

語の動詞Legger（正しく綴るとLeggen）つま

りr一個所に位置づける』ないしr一個所に

とどめる』に由来するという。」

　B。ブース以来の「複合仕訳帳制」は，ケ

リーやコリーに至って一段と推進されるよう

になり，イギリスにおける実務に定着するよ

うになる。

　ケリーは『前掲書』（8頁・39頁）で，次の

ようセこし・うo

　「イギリスのような商業大国の簿記書が，

大規模な事業で使いものにならないようなも

の（注・伝統的イタリァ簿記）ばかりなのは，

驚ろくべきことだ。能力のない人か，さもな

ければ実務経験のまるでない人によって書か

れたにちがいない」。複合仕訳帳制について

は，「実務界にみられるモダソな改良された

方法」であるとしている。

　また，コリー（Isacc　Preston　Cory）の『実

践簿記』は，340頁の大著で内容は一段と充

実している。彼の簿記書では，第2章「複式

簿記の‘original　form’（old　Italian　form）」，

第3章「複式簿記の実践（Present　Practice）」

を分けて解説しており，この第3章では，

day－book（一般仕訳日記帳），　cash－book，　petty

cash－book，　bi1レbook，　invoice－book，　sales－

bookからなる複合仕訳帳制を周到に説明し

ている。また，「財産」の棚卸（実査）が「財



産計算」・「損益計算」の両面に，どのような

重要性をもつかについても，正確な理解を示

している。　さらに，資本（主）勘定，損益勘

定，残高勘定，これら三勘定の相互関連によ

る計算の検証についても，資本（主）勘定の

貸方純計（K）プラス損益勘定の貸方純計

（k）イコール残高勘定の貸方純計（K’）と

する明快な構造をたくみに解説している。

　第3章ではまた，‘old　Italian　form’を批

判して，次のようにいう（36頁以下）。

　「この方法は簡明かつ自然なものではある

が，現在一般に採用されてはいない。その理

由は，取引が増大し複雑化しているために，

すべての取引を，その発生とともに単冊の当

座帳（wa9．　te　book）に記帳することが困難

となり，同時に数人の書記を採用する必要が

生じたからである」。「当座帳の分割は，異な

った部局ないし異なった書記に所属するそれ

ぞれの帳簿に割りあてることによって諸取引

を単純化するという方法で行なわれる」。「現

今，このイギリスで栄えている大規模な企業

の実務にみられる当座帳の分割は，以上で説

明したようなものであり，このような細分化

が行なわれない限り，営業の継続は不可能で

ある」。「分割された当座帳ぱ，それぞれの部

局での原初記入帳として利用される」。

　いわゆる「複合仕訳帳制」は，前出のよう

に，現金出納帳等の補助簿を「部分的な当座

（日記）帳」として利用し，さらに，それら

が部分的な仕訳日記帳となるところから，結

局，「仕訳帳の分割」という形におちつくこ

とになったものである。

（補注）　エルドリッヂr前掲書』（第4項参照）

の52頁には，P．ケリー（Dr．　Patrick　Ke！ly）

について，興味ある記述があるので紹介してお

こう。彼は1756年に生まれ，「ロンドソ水先案

内組合」（Trinity　HOuse）での試験官をつとめ

た天文学者で，彼の主著である‘The　Universal

Canibist　and　Commerciai　Instructor’（1811）

は，現在でもしばしば用いられていると。
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9　近代簿記の完成者：

　　クロンヘルム

　シェヤー一（Johalm　Freidrich　Schtir，1846

～1924）の　‘Buchhaitung　und　Bilan2，

（1914）’（大正14年，林良吉訳r会計及貸借対照

表』）で示された資本方程式（A－P－・K，積

極財産一消極財産＝＝正味財産）ないし物的二

勘定説は，余りも有名であり，擬人説や受渡

説の万能の時代に，代数的手法を導入して複

式簿記の原理を解明したものとして高く評価

され，　とくにわが国では，上野道輔教授著

『簿記原理』（初版大正11年11月刊，増訂大正画

年1月刊）・『簿記理論の研究』（昭和3年10月

刊）・「簿記原理大綱』（昭和8年4月刊）に，そ

の影響が顕著である。シェヤーの亜流である

といっても過言ではなく，上野教授のこれら

の書物が日本の会計界に与えた影響が大きか

ったので，今日でも，いわゆる「資本方程

式」を巻頭に掲示している簿記書を，しばし

ばみうけるほどである。

　このシェヤーに先立つことおよそ一世紀

前，まったく同じ構想のもとに，すぐれた簿

記書を公刊した人物がいる。クロソヘルム

（F．W．　Cronhelm）である。彼の著書のオリ

ジナル・タイトルは，次のとおりである。

　Double　Entry　by　Single，　A　New　Method

　of　Book－Keeping，　applicable　to　all　kinds

　of　business；　and　exemplified　in　five

　sets　of　books，　by　F．　W．　Cronhelm，　Lon－

　don，1818．

　「まえがき1（p．vi）で，彼の構想の布石と

して，　「財産を記録する簿記の目的は，資本

の全体価値と構成部分の価値とを，必要に応

じて資本主に示すことにある。」とのべ，とく

に第1編（8頁）では，「より正確に示すため

に，代数的な形式で示すことにしよう。a，

b，c等を積極部分ないし借方項目とし，
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1，m，　n，等を消極部分ないし貸方項目と

し，sを資本（stock）ないし資本主のリアル

・ワースとすれば，部分の和が全体に等しい

ところから，次の等式がえられる。」とのべ

て，

　　a＋b＋c，etc－1－m－n，　etc一土s

の等式を示した。

　そして，この等式（equality）こそが，簿

記の最もエッセソシァルな方法的原理である

としたのである。この構想は，第3章「均衡

原理」（4頁ないし10頁）の基本をなしており，

a，b，　c等で示されている商品，現金，

受取手形等のことを「積極財産」（Positive

Property），1，　m，　n，等で示されている支払

手形その他の支払勘定のことを「消極財産」

（Negative　Property）と名づけた。この「等

式」は，1843年刊のB．F．フォスターの簿記

書「改良簿記教授法』にそっくりそのまま引

きつがれている。

　このほか，彼がとくに‘New’Method（新

式）と自称したこの書物での積極的な主張と

して，伝統的な「残高勘定」の廃止と残高要

約表ないし検証表（今日のいわゆる「繰越試算

表」）の作成とを提案して，いわゆる「英米式

決算法」への方向を示したことが注〔され

る。　また，‘Sketch　of　the　Pro：gress　of

Book－Keeping’という項目で史的研究の一

端を示していることも注目される。

　参考のために，この書物の全体の構成を示

しておく。

　序論1．まえがき（i～iv）

　　　　2．簿記発展の素描（v～xiv）

　第1編　簿記の理論（pp．1～46）

　第2編　模本（範例）（pp，47～377）

　　　Set　1。小売業　　　　Set　4．貿易業

　　　Set　2．卸売業　　　　Set　5，銀行業

　　　Set　3，　製造業
1

　すぐれて体系的・理論的・独創的であると

同時に，他書に類例のすくない実践的な側面
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をも兼ね備えた名著である。

10　現代簿記の開拓者達：

　　ソーヤーとバタースビー

　1862年に，ソーヤー一（Jos　enh　Sawyer）の

‘ASystem　of　Book－Keeping’がロンドン

で出版されている。＝＝　一一ルソベルグ委員会

がドイツ統一商法を制定した翌年のことであ

る。なお，同書の奥付をみると，この本が脱

稿したのは10年前の1852年3月とある。

　第1編（Part　1）の第1頁に，「財産を取

得原価もしくは原価差引減価（cost　less　depre・

ciation家屋と備品につき5％の直接償却）で評

価せよ。実現していないいかなる増価をも付

加すべからず。」とする立場が明確に打出され

ており，前出の統一ドイッ商法（Das　AHGB）

第31条や1897年ドイツ商法第40条の時価評価

規定とは好対照をなしている。参考のために

この両規定の邦訳を明治の文献から引用す

る。前者（第31条）は明治19年12月刊『独逸

六法・商法』（山脇玄・今村研介共訳，15頁）に

より，後者（第40条）は明治33年6月刊『独

逸商法論・附独逸商法正交』（堀内・中村・川

合共訳）によった。

　第31条　財産目録及財産比較表ヲ調製スルト

　キハ全財産及貸方（注・債権のこと）ヲ其時　I
lノ付スヘキ価額ヲ以テ記入スヘキモノトス　　1

－　　　　　　一一一一一＿　　　一一一一一　　　一一一　一一＿一．＿一一＿一，　1

　第40条　貸借対照表ハ帝国ノ相場ヲ以テ調製

　スルコトヲ要ス

　財産目録及ヒ貸借対照表ヲ調製スルトキハ之

ヲ調製スル時期二於テ有スル価格ヲ以テ総財

産及ヒ債務ヲ記入スルコトヲ要ス

　ドイツ商法における時価評価規定ないし客

観価値説の主張が，さまざまな波紋をドイツ

会計界になげかけたことは周知のところであ

ろう。

　1878年に，マンチェスターの会計士パター



スビー（T．Battersby）　によって，　‘The

Perfect　Doubie　Entry　Book－keeper’　が

出版された。この簿記書でとくに注目される

のは，次の3点である。

　（イ）イギリス式の貸借対照表について，正

　　確な解釈が与えられていること。

　（ロ）プライム・コストの明確な認識に立脚

　　し，工業簿記の基礎が確立されたこと。

　の　減価償却の正確な会計的意義が把握さ

　　れていること。

　以下，焦点をこれらにしぼってのべること

にしよう。

　バタースビーの簿記書は，48頁の小冊子で

はあるが，著名なガルク・フェルス『工業会

計』（Factory　Accounts，1887）の先駆とも

みるべき優秀なものである。参考のために，

オリジナル・タイトルを示しておこう。

　The　Perfect　Double　Entry　Book－keeper

　（abridged），　and　the　Perfect　Prime　Cost

　and　Profit　Demonstrator（oll　the　depart－

　mental　system），　for　Iron　and　Brass

　Founders，　Machinists，　Engineers，　Shipbu－

　ilders，　Manufactures，　etc，，by　T．　Battersby，

　public　Accountant，　Manchester，1878．

内容の構成は，次のようになっている。

第1編　序論，簿記の基本原理，複式記入，

補助簿と仕訳帳と元帳，仕訳のルール，転記

のルール，勘走の雛形，組合企業の簿記，有

限責任会社の簿記，簿記の上級理論，帳簿論

と勘走論の概説

第2編　プライム・コストと利益，諸方法の

概説，プライム・コストと利益の一般原則，

直接費の適用と蒸気部門，間接費の適用と利

益，採用する帳簿の概説，一般的な傾向

補　論

　第2編では，プライム・コスト（素価）の

計算，工場設備の減価償却分をプライム・コ

ストに賦課する手続，部門別計算および直接

費と間接費の把握等が，原理的にも実際的に
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もよく解説されており，工業への応用簿記の

骨組が，明確に打立てられている。　いかに

も，近代工業都市マンチェスターの会計士ら

しい労作であり，現代簿記の先駆である。

　ガルク・フェルス　（Emile　Garcke　and

J．M．Felis）『工業会計』（Factory　Accounts，

their　principles　and　practice，　etc．，　1887）

は，「最初の工業簿記ないし工業会計の書物」

であるとされている。すくなくともそのよう

な「世評」をうけている。しかしとくに注意し

ておきたいことがある。それは，この「世評．」

は，もともと，彼等が「まえがき」（Preface）

の冒頭で，‘The　present　is，　we　belive，the　first

attempt　to　place　before　English　readers　a

systematised　statement　of　the　principles

regulating　Factory　Accounts；etc．，’とのべ

ていることによるものであり，彼等自身が，

「最初のこころみ」（the　first　attempt）で

あると自称することは多少のおこがまさしは

あるとしても自由であるが，事実がそのとお

りであるという保証はない。バタースビーの

簿記書の存在は，事実がそのとおりではない

明らかな証左である。いわゆる「世評」とは，

しょせんこのようなものであろうか。研究者

の心すべきことである。ガルク・フェルスの

『前掲書』は，バタースビーの二番せんじで

あるといっても過言ではない。

　なお，いわゆる「イギリス式」の貸借対照

表に関するバタースビーのすぐれた見解につ

いては，次項（4）の末尾で紹介しておいた。

11　『バランス』概念の展開

　　と問題点

　本項は，16世紀中葉から19世紀までのイギ

リスの簿記書，18世紀末から19世紀までのア

メリカとカナダの簿記書，にみられる『バラ

ンス』（ballance，　balance）概念の展開過程を

解析して，「残高勘定」（balance　account），

balancing，　general　balance，　trial　balance
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（試算，試算表），true　balance，　Balance

Sheet等の本質と問題点とを，歴史的・発展

史的に明らかにしようとする「試論」であ

る。

　ここで参照した簿記書目は，次掲のとおり

である。

　（イギリス）……第1項末尾の書目を参照

　（アメリカとカナダ）

　W．ミッチェル『新式完全簿記』（1796年版）・

J．ベネット『アメリカ式実践簿記』（1820

年版），J．C．コルト『複式簿記学』（1838年版），

W．H，リッチモンドr総合簿記組織』（1846

年版），S．W．クリテンデン『実践簿記』（1850

年版），L．プレストン『プレストン簿記』（1851

年版）「S．W．クリテンデン『簿記提要』（1853

年版），C，C．マルシュ『馬耳蘇氏記簿法』（邦

訳）（1858年版），W．　R．オルrカナダ会計人』

（1872年版），ブライヤント・ストラヅトン・パ

ッカード『会計家記簿法』（注1）（1863年版），『帳

合之法』（邦訳）（1871年版）（注2）（注3）

（注1）原題は，‘Bryant　and　Stratton’s　Counting

　　House　Book－Keeping’である。　r会計家記

　　簿法』とは，土谷温斉がその著書『商法家簿

　記全書』（明治22年）の中で用いた訳名であ

　　る。

（注2）原題は，‘Bryant　and　Stratton’s　Common

　　School　B・ok－Keeping’である。’訳者は福沢

　　諭吉。

（注3）手許の史料としては，イギリスの簿記書

　　で1567年刊のJohan　Weddington著r記帳

　　法入門』（ABrieffe　Instruction　and　Manner

　　howe　to　kepe　Merchantes　Bokes　of　Acco・

　　mptes・etc・）がある。ピールの簿記書につく・

　古いもので，充分に検討を要する文献である

　　が印刷に不明瞭な個所が多く，この拙論では

　　除外した。原典にはIohanとあるが，おそ

　　らくJohanの誤りであろう。また，　Eldridge

　　の書目（H．J．　Eldridge，　The　Evolution　of

　　the　Science　of　Book－Keeping，1931）では

　JQhnとある。
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　（1）元帳のbalancingと残高勘定

　元帳のbalancingについて，パチオリ
（Fra・Luca　Pacioli）は『ズムマ』（1494年）

の「計算記録詳論」（第23項）で，帳簿の検証

を行ない，旧元帳から新元帳に移記する一連

の簿記手続をいうとのべている。定期的決算

制が次第に確立してくる段階にまで発展して

くると，　この‘balancing’ないし　‘general

balance’のもつ重要性は，一段とたかまる。

　大陸系簿記の伝統として，このbalancing

に際して，繰越項目を「残高勘定」（eonto

saldo，　ballance　accompt，　balance　acc・unt）

に集合する手続は，一般によく知られている

ところであり，「損益勘定」（Pro　e　danno，

utite　et　danno，　profit　and　loss　account）と

ともに双壁をなすものである。後述するよう

に，イギリスおよびアングn・アメリカン系

簿記実務でも，前世紀末ないし今世紀に入っ

てからでさえも，この「残高勘定」の開設が

みられる。

　なお，前掲の最古の印刷された簿記書とい

われている『ズムマ』では，奇妙なことに，

この残高勘定にまったく言及してはいない。

同書の第28項「元帳勘定の繰越法」，第23項

「元帳のバランシング」および第34項「旧元

帳の締切。借方および貸方の総計」を通覧し

てみると，元帳に余白がなくなった場合やあ

るいは慣行的に毎年新元帳を開設するような

場合の繰越法として，当該勘定の貸借差額を

金額の少ない側に加えるが，この際には仕訳

帳を経由する必要がない旨を明らかにしてお

り，商品勘定や費用勘定を「損益勘定」に振

替える際に，「取引」ではないから仕訳帳を

経由しないとする主旨の第27項「他の勘定の

ように仕訳帳に記入しない理由」での説明と

軌を一にしている。パチオリは，「勘定を繰

越すには，先に損益勘定の締切についてのべ

たと同様の方法による。」（第28項）とのべて

いる。『ズムマ』での元帳のbalancingの要

旨としては，収益と費用との損益勘定への振



替と，損益勘定差額の資本主勘定への振替と

をのべているだけであり，損益勘定とならぶ

代表的な集合勘定である「残高勘定」に関し

ては，いっさいふれていないのである。しか

し，大陸系の簿記で，早い時期からこの残高

勘定がみられることは，周知のところであ

り，A．C．リトルトンr会計発達史』（片野一

郎博士訳，199頁以下）にも，Johan　Gottlieb

の書物（1548年）での残高勘定やAngelo

Pietraの書物（1585年）のそれにふれている。

また，リトノレトγは，イギリスのR．ダフォー

ソのr商人鑑』（1635年）の残高勘定も紹介し

ているが，英語で書かれたナリジナルな簿記

書で，しかも完本の形で今日に伝えられてい

る最古のものとみられる1553年刊のJ．ピー

ルの前掲書『完全記帳の方法と様式』にも，

残高勘定は，すでにみえている。大陸系簿記

および16世紀にその伝統的技術を継承したイ

ギリス簿記，さらに，イギリス簿記を継承し

たアメリカ簿記これらを通じて，前世紀末の

頃まで，残高勘定は忠実に引き継がれてきた

ものである。大陸系簿記（「イタリア簿記」）を

そのまま導入している初期のイギリス簿記書

で例外なくこの残高勘定が開設されているの

に，「イタリア簿記」（ltalian　Book－Keeping）

ないし「ベニス簿記」の代表的な解説書とし

ての『ズムマ』に残高勘定の姿がないのは，

どうにも平灰が合わぬ話ではある。ちなみに，

残高勘定を開設しないいわゆる「英米式決算

法」（わが国での一般的な呼称）とか‘business

method’（アメリカでの呼称）　とかよばれてい

る方式は，ずっと後になってから（前世紀に

入ってから）アソグロ・アメリカン系簿記で

実践されるようになったものである。もっと

も，この種の方式の提案は，大部前からあっ

た。詳細は後にのぺる。

　（2）イタリア簿記の伝承

　1543年に出版されたと伝えられているナー

ルドヵッスル（H．Oldcastle）の前出の簿記書
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が滅失しており，またイソピソ（Ympyn）の

1547年に出版の簿記書が不完全な形でしか伝

えられていない現在，前述のようにJ．ピー

ル（James　Peele）の2冊の簿記書（前掲，’

1553年，1569年）は，イギリス簿記書として

完全な形で現存している最古のものである。

　r完全記帳の方法と様式』では，Quaterne

あるいはgreate　booke　of　accomptesとい

う名称の総勘定元帳の末尾に，Ballance　of

accompt「残高勘定」を開設している。また，

『貸借手引き』では，問答の形式で，貸借の

説明や，財産目録　（Inventorye），　「仕訳

帳」（Journa11）および「総勘定元帳」（Lea－

ger）の雛形による解説をしている。元帳

（Leager）の末尾には，「この帳簿のバラソ

ス」というタイトルの「残高勘定」を開設し

ている。元帳の名称として，この両書で，

Quaterne，　or　greate　booke　と，　Leagerと

ある点は興味深い。

　『オールドカッスル・メリスの簿記書』で

は，ヨー一　Pッパ簿記の伝統を忠実に継承して

おり，　Memoriall（日用帳），Journall（仕訳帳），

Leager（元帳）よりなる三帳簿を解説し，ま

た，「有名な損益勘定（Profit　and　Losse）」，

帳簿のballanceとくにballancing　the　leager

については，独立した第21章を開設してい

る。元帳の末尾に開設した「残高勘定」は，

後世のものと比べて，記号化（To，　By，　To，

Per）は行なわれておらず，叙述式の濃厚な

もので，その借方側の頭書は，‘Ballance　of

this　booke　oweth……for　ready　money

remayning，　as　in　Creditor’とあり，また貸

方側の頭書は，‘Ballance　of　this　booke　is

due　to　have・…・・and　is　for　so　much　being

the　very……’とある。また，最終章（第25

章）には，「試算表」の解説をしている。そ

の実体は今日の繰越試算表であり，検証手続

としては，「残高勘定」と「繰越試算表」と

の二本建になっている点が，とくに注目され

る。今日のいわゆる「英米式決算法」と「大
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陸式決算法」とが併存しているのである。も

っとも，こうみないで，「残高勘定」で締切

の検証を，「試算表」で繰越の検証を，それ

ぞれ分担しているとみられないことでもな

い。少々うがった見方ではあるが。

　17世紀に入ると，出版された簿記書の数も

増えるが，30年代の2冊の書物をまずとりあ

げることにする。1．G．　Gent．，『最良記帳法』

（1632年刊）と，R．ダフォーン（Richard　Da・

fforne）r商人鑑』（1635年刊）である。前者に

はone　Carpenter　Gent．という書込みがある

が著者名は不明である。メリスの書物と完く

同じ構成・内容のもので，イタリア簿記のそ

のままの引き写しである。「残高勘定」と「繰

越試算表」との両建になっている。ダフォー

ンの『商人鑑』の方は，すくなくとも当時の

ものとしてea　，抜群のできばえである。筆者

のみる限り，18世紀に入ってからでさえ，な

かなかこれほどの完備した簿記書は少ないと

思う。タイトル頁の著者の紹介文に，‘Com・

piled　by　R．　Dafforne　of　Northampton，

Accountant，　and　Teacher　of　the　same，　after

an　Exquisite　Method，　in　the　English，　and

．Dutch　Language．’とある。生徒（愛数者）と

教師の問答体になっており，46頁以下に「元

帳の締切（バランシング）」として，ballance

の語源，ballancingの必要をのべ，さらに，

ballanceに（イ）Triall　一　ballance（試算表）と

（ロ）True－ballance（真算表）の二種があると

している。「試算」（trial）に対する「真算」

（true）という見方は，興味深い。彼のいう

真算表というのは，元帳の残留項目（Rem－

ainers）を一表に集めたもので，今日の「繰

越試算表」ないし「バランス・シート」に当

るものである。「試算（表）」について，次

のようにいう。　「バラソシソグもクロージン

グもしていない総ての元帳諸勘定の借方金額

を，一葉の紙片もしくは特に開設した帳簿に

書き上げ，貸方金額についても同様の手続を

とる。貸借が均衡すれば，仕訳帳から元帳へ
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の転記の正確さが検証される」。また，「真算

（表）」について，次のようにいう。「元帳諸勘

定の残留額について行なう。現金，在庫品，

未完了の航海，家屋，土地，未決済人名勘定

等であり，これらは，いずれも新元帳に繰越

するのである」と。なお，注記として，残

高勘定への振替えについて仕訳帳を経由する

手続をのべるとともに，元帳に残高勘定その

ものを開設せず，各勘定の残高を，直接，旧逐

元帳から新元帳へ繰越す手続も示している。

いわゆる「英米式決算法」に相当するこの手

続に注目したい。

　また，とくに注目すべき点は，彼がrバラ

ンス』という概念に関連して次のようにのべ

ていることである。

　「バランスという用語に代えて，私見では，

r財産の計算』（Estatざ一reckoning）を用う

べきであると考える。帳簿の全体を見渡さな

くとも，自分の財産の状態を，残高勘定とい

うこの一勘定で知ることができるのである。」

　元帳の検証ということの外に，ここに，財

産状態の鳥鰍的な観察という視点が明確にな

っているのである。

　A．リーセヅト（Abraham　Liset）『両房

法』（Amphithalami，1660）になると，同様

の主旨が，次のように明示されている。「残

高勘定を理解するためには，財産状況（your

affairs）をすばやく遅滞なく見る必要がある

ことを知らねばならぬ。」

　③　「残高勘定」・「試算表」・「バランス・

　　　シート」

　これら三老は，もともと，balance概念か

ら生じた同根のものである。事実，往時の簿

記書では，概念上ないし用語上で混渚してい

るものも少なくない。

　ここでは，まず，「残高勘定」の様式にお

こった変化からみていくことにしよう。

　S・モンテージ（Stephen　Monteage）「貸借

法』の初版は1675年，再版が1682年にそれぞ



れ刊行されている。再版の補訂人は，ジョソ

・ビィスコーである。この本の「残高勘定」

は，前出のような叙述形式を全く払拭したも

のであり，to……，　by……，の定型が用いら

れている。R．コリソソソ（Robert　Collinson）

『完全な会計人』（1683年刊）も同様に，to…

…，per……，となっている。　このコリンソ

ンの簿記書では，通覧した限り，どうも「残

高勘定」と「試算表」との概念と用語とがは

っきり区別されていないようである。

　18世紀に入ってからの簿記書では，残高勘

定について，次の二つの傾向への分極化現象

が認められる。

　（イ）検算の機能の重視。

　（ロ）財産状態の鳥鰍の機能の重視。

　検算の機能を重視するという傾向は，残高

勘定と試算表との混清をもたらすとともに，

その反面では，A．マギー　（Alexander　Ma・

cghie）『簿記原理』（1718年刊）のように，残

高勘定の内容が借方側・貸方側ともに，等額

の合計額（諸口×××）だけのものとなってい

る。また（n）の観点からは，これとは逆に，残

高勘定の内容が，明細に整備され，今日の

　「バラソス・シート」と比べても遜色のない

ものとなっている。実例としては，H．ステ

ファンズ（Hustcraft　Stephens）『イタリア

簿記』（1735年刊）の残高勘定がある。「バラソ

ス・借方」および「対照per　contra・貸方」

という見出しで項目が掲示されており，また，

とくに次の説明は注目すべきである。彼はい

う。　「この財産状態の全体的な調査をバラン

シソグというのであるが，この勘定の借方側

は状態（Condition）をあらわしており，貸

方側は範囲（Extent）をあらわしている。」

　J．メヤー（John　Mair）『簿記法』（1736年

刊）では，87頁にBallance　Sheetという用

語が出てくるが，次の88頁では，Ballance

Accomptとなっており，　明らかにこれらの

用語の不統一ないし混乱が認められる。検証

機能を重視している。会計の計表としての独

立した「バラソス・シート」ではない。同じよ

うに，balance－accountとbalance－sheetとを

混用している事例に，W．ゴードソ（William

Gordon）r国際会計人』（1768年，再版）の56

～57頁がある。

（4）　「バランス・シート」への展開

　19世紀の簿記書の検討によって，「バラソ

ス・シート」への展開過程をみることにしよ

う。

　ペソガル歳入局の会計部の簿記係（Book－

Keeper　in　the　Office　of　the　Accountant：

to　the　Board　of　Revenue，　Bengal）であっ

たフルトソ（∫ohn　Williamson　Fulton）は，

『英印簿記』（Brit玉sh－lndian　Book－Keeping）

を出版した。ベソガル版は1799年，ロンドソ

版は1800年であった。この書物の43頁には，

1797年9月30日付の「残高明細表」（Partic・

ulars　of　the　Balance）が示されている。そ

の実況は，次掲のとおりである。

1797年9月30日の残遡麺表

　　　　　　　負　　　債
　　　　　（Demand　Payable）

Jugmohunからの証書借入金……………10，500

ジェームス・ジョーンズ…………・……・・…210

銀行借入金…………・……・…………・……1，200

支払手形・………………・・………………3，000

　　　　　　　　　　　　　　　　14，910

正味身代……………・…・・………………14．，298

29，118

財　　　産
（Property）

牛および牛肉…・…・…

藍商会・………・…

政府関係債権…・・……

銀行預金……・・……

商品……・……・
現　　　金……・……

C．Durham…・………

・・・・・・・… @一・…　一…　6…　　2，550

・…・……………・・… P8，800

’°’°°°’°…’の゜・・・・・・・… @。・1，407

・・・・・・・… @一一・…　。・・・・・・…　　543

・・。・。・・・・・… @。・・・・・・・…　。5，000

。・・・・・・・・・… @。・・・・・・・・…　。・・。一。50

・・… @。・…　睡・。。・・・・・・・…　。　　768

　　　　　　　麩塑
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エパンス・ドラッパー・一一・ハリファックスの財産状態表

　　　　　　　1817年1月31日

ジョンソソ商会

プラスター商会

純　　資　　本

107．　3。　6．

100．14．　6．

207．18．　0，

567．18．10．

£　　　775．16．10．

商　　　　品
現　　　　　金

ウィルソン商会

チャールス商会

ウィリアム商会

312．　3．10．

60．17．　4．

360．11．　8，

25．4．0．

17．0．0．

£　　　775．16。10．

　いわゆる「イギリス式」のバランス・シー

トである。彼は，この残高明細表を月次に作

成すべきことをのべている。その機能は，財

産状態の表示と元帳の検証とを兼ねたものと

されている。

　さらに，1818年にロソドソで刊行されたク

ロンヘルム（F．W．　Cronhelm）『新式簿記』

（ANew　Method　of　Book－Keeping）では，

とくに，「新式」であるゆえんについて，元

帳に開設される残高勘定を廃止して，rイン

ベントリー』と称する「残高要約表」（Extract

of　Balance）ないし「検証表」（proof　of

books）を，独立した帳簿（a　distinct　book）

として設けることを提案している。勘定

（account）から独立した「計表」への過渡的

な事情をよくあらわしている。また，大陸系

簿記での残高勘定の開設を，次のように批判

している。

　「イタリア簿記は，　Extract　of　Balanceを，

残高勘定という名称で元帳に開設している

が，このようにインベソトリーを帳簿の中に

ふくめる方法は，原理的にみて間違ってい

る。」（33頁）

　「各勘定の残高は，貸借反対側に直接記入

すべきであると断定してよい。」（35頁）

　また，彼は，65頁に資本主を主格とする

「財産状態表」（The　Estate）を掲示してい

る（上段を参照）。これもまた，いわゆる「イ

ギリス式」のバランス・シーbである。なお，

前掲の「残高要約表」は，今日の「繰越試算
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表」に相当するもので，この「計表」とは貸

借の位置が逆である。

　フォスター（B．F．FGster）『改良簿記教授

法』（1843年刊）は，バランス・シートという

名称を用いた「計表」を示し，「資産をバラ

ンス・シートの借方つまり左側に，負債を貸

方つまり右側におく。差額は，純資本ないし

現在財産在高である。」（33頁）と解説してい

る。いわゆる「大陸式」の形式である。な

お，この計表の機能は，検算（証）に求めら

れている。また，彼は，とくに残高勘定につ

いて，次のようにのべている。

　「貸借均衡記入のルールを保持して元帳を

締切ろうとする場合は，元帳に残高勘定を開

設する必要がある」。この記述から推論すれ

ば，彼が「バランス・シート」と称している

ものの実体は，今日の「繰越試算表」に外な

らない。

　シェリフ　（Daniel　Sheriff）『複式簿記全

書』（1852年版）は，46～49頁で，勘定のバ

ランシングについてのべ，試算表による検算

を説明した後に，次の二種のバランス・シー

トを示している。

　（1）　Balances　of　our　PrQperty　and　Debts

　（2）　Balances　of　our　Profits　and　Losses

　そして，（1）によって「正確な財産の状態」

を，（2）によって「営業の全成果」を，それぞ

れ示すとした。（1）の「計表」（第一のバラン

ス・シート）の形式は，「大陸式」である。

　ソーヤー（Joseph・Sawyer）『簿記組織』



借方

バランス・シート
　　1851年1月1日

　　　f
　　　「

貸方

頁

ー
ワ
一
3
4

元

「
謄
D

3

P工．4

Wm　Henry商会
何々（人名勘定）

麦　払　手　形

資 本

£

　103

1，015

3，179

5，　013

8，193

6，821

ρ
0
1

1
1

6
2
1
1

8
7

O
Q
」

ワ
阿
n
j

F
D
O

　
1

・5・・14116i・

元　頁

3
4
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n
b

1
1
1
1

　　1
P．L．2

P．L．3

　34

　36
P．L．

Richardson商会
何々（人名勘走）

金
形
産
什
品

　
手

　
　
動

　
取

現
受
不
家
商

ρ
0
0

0
」
4

5，513

　36
　126

1，011

　300

8，　026

15，014

1
1
1
1

9
1
n
δ
0
0
3

1
1
1
　
　
　
1

16

0
1

3
0
0
0
0
0
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（1862年刊）は，開業貸借対照表から出発し

て簿記の体系的な解説を行なっているが，バ

ランス・シートの作成手続に関して，次のよ

うにいう。

　「バランス・シートの貸方側に元帳の借方

項目（the　Debit）をおき，バランス・シー

トの借方側に元帳の貸方項目（the　Credit）

をおく」。同書の3頁に掲示されているバラン

ス・シート（イギリス式）の概況は，上掲のと

おりである。

　バタースビー（Thomas　Battersby）『完全

複式簿記』（The　Perfect　Double　Entry

Book－keeper，1878，　P．30）は，「バランス・

シート」と「残高勘定」との関連で，次のよ

うな注目すべき見解をのべている。

　「バランス・シートを構成する各項目は，

まさしく，残高勘定のそれと同一であるが，

貸借は逆になる。その理由は，残高勘定が財

産勘定のひとつ（aproperty　account）であ

り，元帳の借方資産諸勘定と貸方負債諸勘定
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の集合物にすぎないからである。バランス・

シートは人名勘定のひとつ（a　personal　acco・

unt）であり，資本主に提出するものである。

資本主は負債に関して借主（方）であり，資

産に関して貸主（方）である。それゆえ，資

本主に提出される資本主の人名勘定つまりバ

ランス・シートは，この貸借関係を示す様式

のものとなるのである。」

　イギリス式の貸借対照表が，　「資本主勘定

書」であるというこの見方は，沿革史的にみ

ても正当であり核心をついたものである。

　⑤拡大された「バランス・シート」

　balance　account（残高勘定）と同根の

「計表」（sheet）としてのbalance　sheetは

資産・負債・資本の残高の表としての性格を，

本来的・沿革的にもったもので，最も中心的

な機能のひとつには，検証表（proof　sheet）

のそれに求められた。

　ところがbalanceを「均衡」の概i念でとら
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え，さらに決算整理手続を経て「損益」・「在

高」の両計算領域の全般的なとりまとめに利

用する今日のいわゆる「精算表」　working

sheetのことをbalance　sheetと称した事例

がある。アメリカの簿記書の事例をあげてお

く。イギリス簿記書には，同例をまだみてい

ない。

　Bryant　and　Stratton’s　Common　School

Book－Keeping，1871．この簿記書は，明治

6年6月刊，福沢諭吉訳r帳合之法』の原典で

あるQ　第2編のSet皿，　Grocery　Business

の141頁にでてくるBalance　Sheetの実況

は，次掲のとおりである。147頁にくわしい

作成方法がでており，とくに「われわれが知

る限りで，最も完全で，シンメトリカルなも

の」とのべている。なお，福沢は「平均表」

と訳している。

　Bryant　and　Stratton’s　Counting　House

Book－Keeping，1863．も，まったく同様であ

る。コルト『複式簿記学」　（J．C．　Colt，　The

Science　of　Double　Entry　Book－Keeping，

3rd．，　ed．，　1838）の場合のGrand　Balance　Sheet

の内容も同様であり，その実況は次掲のとお

りである。

バランス。シート

試算表 名　　　目 資　　　本 実　　　体
勘定科目 元

頁 借司貸方
商品棚卸

損失1利益 借司貸方 財産｝負債

1

1

　　ジヨンCコルト
グランド・バランス・シー一ト

勘定科　目

1837年6月30日

元帳金額

借方障方
損益勘定

借方障方
商品勘定

借方障方
残高勘定

借方障方

（補注）R．ブラウン編著『会計史』　（1905）に収録のJ．RFogo稿「簿記史」　（p．135）によると，複

　　合仕訳帳制の萌芽は，ヨーロッパではすでに16世紀にみられるとして，1588年にアムステルダムで

　　刊行のNicolaus　Petri，　Practique　omte　Leeren　Bekenen　Cypheren　ende　Boekhouden　met　die

　　Reghel　Coss，　ende　Geometrieをあげている。
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